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目的 

自閉症スペクトラム障害のある子ども（以下、ASD児

とする。）は、社会性の問題を中核とするために、「人と

の関係」に躓きを覚えやすいと言われている。そのため、

何かに参加することやだれかと共有することに対して困

難さを抱くことが多い（日戸・藤野，2017）。本グルー

プは、学童期後半のASD児を対象として療育プログラ

ムの開発に取り組んでおり、2019年度は、他者とのかか

わりの促進をねらいとした活動を行った。本研究では、

設定遊びの中で「話し合い（作戦会議）」の時間枠を設定

し、参加児がどのように他者を意識してかかわりを構築

できるかの検討を行うことを目的とした。 

 

方法 

2019年4月～2020年3月の間、本療育プログラムに

参加した5名のうち2名を対象とした。療育プログラム

は月1回、120分の活動であった。分析対象月は、他者

との関わりを意識した10月、1月、2月とした。メイン

プログラムの内容とねらいを表1に示した。 

月 項目 内容 ねらい

10 かぼちゃ競争
棒に挟んだ風船を二人で運んで
競争する

体を使った他者とのかかわり

1 福笑い 目を瞑った人に指示を出し顔を作る 指示を出し合える対等な関係作り

2 色紙作り お世話になった先生に色紙を作る
他者への気持ちの伝達
他者との調整を意識したもの作り

表1 　分析対象となった各月のメインプログラム内容とねらい

 

 他者とのかかわりを意識した取り組みとして「話し合

い（作戦会議）」を実施した。その際、スタッフが司会を

務めながら、全対象児が発言できる環境を設定した。 

対象児の活動の様子をビデオカメラで記録し、映像を

基に対象児の会話や様子の分析を行った。 

 

結果 

各月の活動におけるB1とB2の様子を表2に示した。 

月 場所

話し合い前 話し合い中 話し合い後

10 屋外 練習時、大人しくB2

の意見を聞き従った。
本番時は、ペアの先生
とうまく連携が取れず
こけてしまい、悔しそ
うな様子が見られた。

実践練習をしようと
B2に呼びかけた。本

番1回目の反省を踏ま

え、走り方や曲がり方
に関する案を出し丁寧
にそれらを説明した。

作戦会議での練習通
り、こけることなく見
事に走りきった。

1 屋内 周りのメンバーのにぎ
やかさに圧倒され、楽
しめきれていない様子
が見られた。

先生からの“指示の出
し方”に対する助言を
しっかり聞いていた。

「ここ」ではなく「○

○くんから見て左」な

ど相手の立場に立った
指示ができた。

2 屋内 はしゃぎながらメッ
セージを書いた。珍し
くふざけ続けた。

メッセージ以外にイラ
ストを色紙の隙間に描
くことを思いつく。

B2に声をかけ、役割

分担を行い先生へ感謝
のイラストを書いた。

月 場所

話し合い前 話し合い中 話し合い後

10 屋外 練習時、力加減やス
ピードの調整にてこ
ずった。本番ではペア
の先生とペースを合わ
せられず転倒。悔し気
な発言あり。

B1の指示を聞き、そ

れらの実践をひたむき
に挑戦した。B1の案

に加え、交代時の受け
取り方への意見を出せ
た。

走り方、曲がり方、受
け取り方のいずれにお
いても練習通りの走り
を見せた。

1 屋内 他児が指示するタイミ
ングで口を出すことが
多かった。遊びに夢中
になると、周りの声が
聞けていなかった。

納得のいく顔が作れる
よう、先生チームと
パーツの入れ替えを
行った。先生に対して
敬語を使ってお願いで
きた。

B2の「審査員の好み

に合わせた置き方にし
よう。」という意見を
聞き実行する。

2 屋内 時間をかけながら、丁
寧に先生へのメッセー
ジを作成した。

色紙の下部分に大きく

「○○先生ありがとう

ございました」と書く
案を出した。

B1と連携を取りなが

ら色紙作成に励んだ。
ふざけすぎるメンバー
に指摘できた。

B2

表2　各月の活動におけるB1、B2の様子

B1

 

考察 

本研究の結果から、「話し合い（作戦会議）」の時間枠

には、①コミュニケーションの機会が増える、②自分の

考えを伝えやすくなる、③他児の話を取り入れやすくな

るという 3 つの効果があると考察した。「話し合い」と

いう他者の考えを聞く枠によって聴取の機会を得た対象

児は、話し合い前にできなかったことを仲間とともに乗

り越えられたと考えられた。一つのことを仲間で共有し、

試行錯誤の上で達成感を味わえたと推察した。 

＊本研究は立命館大学人間科学研究所の療育プログラム開発プロジェクトの一環であり、

立命館大学の研究倫理の指針に基づいて進められている。研究発表にあたってはプロジェ

クト参加児の保護者の同意を得ている。 


